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歌唱モーフィング

感情モーフィング

実時間モーフィングの原理

現在のモーフィング率

・ 2名の歌手の声質・歌い回しを混合

・ 左図を用いたモーフィング率の実時間制御

・ 右図の時系列に基づく「トレース再生」

声質

歌い回し

声質

歌い回し

フレーム毎に最もモーフィ

ング率が近い波形を出力

・ 1名の歌手の3感情「喜」「怒」「哀」を混合

・ マウス操作により描かれる軌跡に基づき再生

・ 前回の軌跡を再現できる「リピート再生」
今後の展望

・コーパスを用いない，実時間モーフィングの実現

枠内のマウス座標に
基づいて歌唱を加工

時刻毎にコーパス
から波形を得る

・使用者が歌った歌唱に，別歌手の特徴の転写を行
　うリアルタイム歌唱合成インタフェースの実現

・モーフィング歌唱の品質向上(和歌山大学と連携)
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STRAIGHT[1]により，音声を3つのパラメタに分離
可能となった．歌唱モーフィング[2]は，これらのパラ
メタをさらに「声質」「歌い回し」へと分離し，独立して
モーフィングすることにより実現された．これらを実時
間で行うインタフェース[3]により，歌唱の実時間デザ
インという新たな楽しみを体験できる．

STRAIGHTに基づくモーフィング技術

窓関数を用い接続部分の不
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各フレームの波形を接続することでフレーム単位でモーフィング率

が異なるモーフィング歌唱を実時間で合成することが可能
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事前に合成した
モーフィング歌唱のコーパス
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